
総搬入量
合計：18.20ｔ/日

床面からの送風およびローダーにて切返しを
行いながら有機物を分解し堆肥化させます。
1回 /週　混合作業
１次発酵終了原料：11.97ｔ／日　（水分 56.7％）

堆肥製品出荷
7.39t/日

脱水汚泥333kg

草木・枝葉  3ｔ/日

二次発酵後の汚泥を熟成槽に一時的に
ストックした後に製品置き場に貯留

発酵槽寸法　幅 4m X 長さ 8ｍ X 高さ2.3ｍ×7 槽

原材料（汚泥、動植物残渣、脱水汚泥等）及び
水分調整剤を混合槽へ即日に投入

製品として出荷

注１：発酵日数については、有機廃棄物資源化　大辞典（社）農山漁村文化協会第2章 表－9
発酵日数：１次発酵10～１4日、2次発酵20日～30日を考慮し建物に合わせた処理日数で設計した。

熟成槽内有効面積
4m×8m×7槽（高さ約1.5m)

原　料
汚泥　8.95ｔ/日

原　料
動植物性残渣　1.2ｔ/日

ア ブ ク マ コ ン ポ ス ト 処 理 フ ロ ー

原料と副資材をローダーで切り返し攪拌混合し一次発酵槽に投入。
1回 /週混合作業

混合スペース
ローダーによる手動混合攪拌

原材料を混合槽で混合、
水分調整した後一次発酵槽に投入

一次発酵後の汚泥を
二次発酵槽に投入（完熟させる）

現場打ち堆積舎　1次発酵槽　20日間 （515.2m3）

開放型堆肥化装置（KS8-2000 型）
２次発酵槽　30日間（756㎡）

発酵槽寸法　幅 7m X 長さ 60ｍ X 高さ1.8ｍ×1槽
床面からの送風およびローダーにて切返しを
行いながら有機物を分解し堆肥化させます。
1回 /日　混合作業

製品堆肥：10.39ｔ/日　（水分53％）

副資材
草木・枝葉・木屑3.05ｔ/日
うち草木等3ｔ（ﾊﾞー ｸ含む）

不燃物等 0.05ｔ

脱水装置
脱水汚泥333kg
脱離液4667kg

水分調整材
バーク材又は戻し肥

3ｔ/日

管理棟排水
(風呂、トイレ）
直接放流

脱離液4667kg

排水処理施設

山元町下水処理場

混合槽内熟成槽19日分（500m3）

原　料
未脱水汚泥　5.0ｔ/日

不燃物等 0.05ｔ/日
一般廃棄物として処理

発酵槽へ投入
総処理量：16.48ｔ／日
容積：22.9m3／日

発酵槽へ投入
総処理量：11.97ｔ／日
容積：23.6m3／日

熟成槽へ投入
総処理量：10.39ｔ／日（含水率53.0%）

新設発酵棟内　7m×60mX1.8m×1槽
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